











































































ーにて解析を行っている｡肺のIFN･†の産生を1･NKT細胞､ Natural K山er (NK)細胞さらにGr-1dun+rLy･6C単球で
認め､ TNF-αの産生をGr-1brlght十nJy-6G+細胞(好中球)およびGrl1dun･rLy-6C+単球で認めた｡さらに､抗Gr-1抗
体投与で死亡率の改善､肺の炎症の軽減､ IFN･†やTNF-α濃度の減少を認めたo近年Gr-1単球はLPS敗血症モデ
ルマウスをはじめ種々の炎症および組織傷害に関与する点で注目されているが､これまで肺OhNXT細胞やNK細
胞の活性化とGr-1陽性単球集積の関与についての報告はなく､ α-GalCerを先行気管内授与することでGr-1陽性
単球を肺に認めることから､ IFN-†がGr-1陽性単球の分化､誘導に関与している可能性が示唆されたが､より詳細
な検討が望まれる｡
以上､本研究では､新規の致死性ALI/ARDSモデルマウス作成に成功し､ ALI/ARDSの発症･増悪機序におけ
るIFN-†やTNF-αの関与を検討し､さらにこれら二つのサイトカインの産生細胞についても検討を加えられており､
AL‥/ARDSの病態解明に新たな知見をもたらしたと考えられ審査の結果､本論文内容が十分学位に値することが確
認された｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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